老舎の初期作品世界と『駱駝祥子』 by 渡辺 武秀 & WATANABE Takehide
On Lao shO(老舎)'s Early works and






堅持不う得的努力。送是力什ム呪?浅者和研究者最夫心的就是送↑ “力什/ム"。 夫子遂↑ “力什/ム"己姿
有復多科洸法,在本文中,我提出了自己的一些ヌ兄点和看法。
′ζて,yporFs: LaoshO rickshaMァXiangzi tragedy
老合の初期作品世界と













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大学 安徽師範大学 南京師範大学 揚州師範
学院 徐州師範学院 延辺大学 安徽大学 《中
国現代文学史》編写組編写・江蘇人民出版
社・1979年8月第1版、1984年第2次印刷)P296
10 同上p297
はつ このような指摘はいくつかある。文学史では、
例え|ゴ「作カー介介体力方功者,祥子有他自身
的弱点,狭随的日民光和社会生活的元知,使他迷
信卒能把他帯到理想境界,力1ヒ,他付出了え魂
毀天的代介。」(『簡明中国現代文学史』召卜伯周主
編・天津出版社 1986年6月第1版、1886年6
月第1次印刷)がある。
はり 祥子の性格がよいこともどの論者でも認めるこ
とである。「作者生功的描写了祥子的芳功人民所
八戸工業大学紀要 第16巻
具有的美感」(「拭淡 《‐3各耽祥子》現実主又悲居J
古木的成就」朴龍山・延辺大学学報 (社科)1983
年4期)または「他既具有友民的堅初、淳朴、勤
芳、善盛、対改交生活既状満杯希望的本反特征,
又帯有小生声者的根深帝固的私有ヌ兄念以及由此
而来的介人杏斗的利己主又的特点,」 (「拭淡《]吾
乾祥子》人物形象的没畳」陳奔・福建師範大学
報,1979年3期)のような見方もある。ただ、農
民気質とか、労働者の性格という表現は、恐ら
く社会事情もあるだろうが、むしろ筆者の人間
が備えている好ましい性格とするのとは、いさ
さか相違はある。
は9『踏駐祥子』「四」p37
住O F踏耽祥子』「十一」p101
α)同上
10『路耽祥子』「十二」p105～106
tり 『踏陀祥子』「十二」pl■～112
19 F路耽祥子』「十三」pl14～115
住9『路駐祥子』「十四」p126～ユ27
の0 このような野心を持つてないことも、祥子を好
ましい性格の人物と感じさせる部分のひとつに
なっている。
9り 『路耽祥子』「十五」P132
2の 老舎は「我急/ム写《老k的哲学》」(《老牛破卒》)
題する創作体験談の中で「貧乏人の狡猾も正義
である」と述べている。もともと『老張的哲学』
について述べた文章だが、この『踏耽祥子』は
まさしく、その老舎の発言に驚くほど、その考
え方にぴったりあっている。このような指摘は
すでにある。例えば「送部小悦 (《務耽祥子》),
正好包合着 “劣人的狡猾也是正又力的思想,而
ユ和道去的作品相レヒ校,的石角不再是 “一半恨―
半笑的去看世界"了,而ユ杯着最大的憤慧秤古
旧世界。」(「沿《路耽祥子》的現実主又――冗念
港舎先生八十挺辰」焚験 文学坪途 1979年1期
のようなものもある。ここで引用されているの
は「我急/ム写《老k的哲学》」の文章である。な
お前半のカンマの前の文に注が添えられ以下の
ように書かれている、「不イ又整令故事表現出送令
意思,小沈中有的活宜接表述了炎似的意思,“苦
人的倣是努力而落了杢的自然結果,苦人的要刺
九合着―些公理」と。私の作品理解と同じであ
る。ただし、このような老舎の「我急ノム写 《老
熊的哲学》」の意味は、本論文のような分析では
さらに理解しやすいのではないか。
的 中編小説『月牙児』が悲劇であるという点、ま
た作品の展開の仕方から考えるに、この F酪陀
祥子』と同じ視点で作品を分析すれば興味のあ
る結果がでるのではないかと思う。今後の課題
にしたい。
?つ その改作の主要な部分は、作品も後半部の削除
である。原作は全部で「二十四」回であったが、
「二十三」の半分ほどと「二十四」が肖U除された。
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